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       Ａ．研究目的 

IgG4関連眼疾患にみられる多彩な眼 

    症状ならびに視力低下などの視機能障 

害を来す症例の頻度を明らかにする。 

施設間で微妙に異なる治療方針の実 

態を明らかにする。 

2015年に報告した眼症状に関する診 

断基準について再評価する。 
 

      Ｂ．研究方法 

        本研究班の眼科分科会の施設を対象と 

として、IgG4関連眼疾患の眼症状をレ 

トロスペクティブに解析し、頻度を明 

らかにした。視機能障害の種類、頻度 

についても同様に調査した。 

また、各施設で実際に行われている治 

療についてアンケート調査を行った。 

現行の診断基準の改訂については専 

    門家の意見を集約し、反映させる試みを 

行った。 

       （倫理面への配慮） 

        該当せず 

 

     Ｃ．研究結果と考按 

全国 8施設で IgG4 関連眼疾患と診断された計

378 例の調査結果、涙腺腫大は 86%、外眼筋の

腫大は 21%、三叉神経の腫大は 20%、眼瞼皮下

の腫瘤は 12%、眼窩内の限局性腫瘤は 11%、眼

窩内のびまん性病変は 8%、視神経周囲の病巣

は 8%、強膜の腫瘤形成は 1%にみられた。 

    

 

 

視機能低下に関わる症状として、ドラ 

イアイが 22%、複視が 20%、視力低下が 

8%、視野障害が 5%にみられた。 

治療については副腎皮質ステロイドの 

内服が全体の 81%に、ステロイドの局所 

注射が 27%に行われていた、また、腫大 

した涙腺に対する外科的切除（容量減少 

主手術）が 28％に行われていた。 

2015 年に報告された IgG4 関連眼疾患 

の診断基準は眼科領域においては広く認 

知されるようになり、複数の施設から報 

告のあった validation study の結果も 

申し分のないものであった。ただし、今 

後、重症度分類の確立も視野に入れ、本 

疾患は一定の割合で視機能障害を来す可 

能性があることを明記すること、鑑別新 

患として最も重要なのは頻度的にも低悪 

性度の MALT リンパ腫であるが、他のよ 

り悪性度の高いリンパ腫との鑑別が問題 

となることもあるので、これらを反映さ 

せた診断基準の改定が望ましいとの結論 

に至った。 

 

Ｅ．結論 

IgG4関連眼疾患に見られる多彩な眼症 

 状の実態と視機能障害の実態を明らかに 

することができた。これらのデータは、 

今後必要となる可能性のある眼症状の重 

症度分類の作成の基礎データになる考え 

研究要旨 IgG4 関連眼疾患の診断基準の評価を行いつつ、今後

の重症度分類の確立に向けて多施設のデータをもとに眼症状の

頻度および視機能障害の頻度を明らかにした。また、眼症状に対

する治療の実態を明らかにした。 
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られる。 

 

IgG4関連眼疾患に対する治療の基本は 

ステロイドの内服であることに論は待た 

ないが、眼病変に対する独特な治療戦略、 

すなわちステロイド薬の局所注射と病巣 

の切除については明確な適応基準や手技 

が明らかにされてはいないため、今後は 

これらの治療法を含めた本症に対する治 

療の標準化の確立が必要である。 

現行の診断基準については、実臨床に 

おいては問題なく運用されていると考え 

られるが、一部に改定が望ましい標記が 

あり、今後、具体化して行く必要がある。 

  
Ｆ．健康危険情報 

  なし 
（分担研究報告書には記入せずに、総括 
研究報告書にまとめて記入） 
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